
























































































































































































































1 Ikeda，　mineral　waters　（Nα5） 80．5 69．6
2 Ibid　（diluted） 23．9 26．0
3 Okadai，（drinking）thermal　waters5．8 5．9
4 Nakamatsu，　spring　waters 2．8 2．4







12 Matsubara，　spring　waters 0．3 0．2
1）　本簡易測定法のメリット
　a）試料の必要量は僅かに2　meであり，かっ
　　抽出操作が不要で，前処理が簡単なため，
　　多数検体の測定が極めて容易である。
　b）簡易法では，常に一定量のサンプルおよ
　　びシンチレーターを使用するので，式（1）に
　　おける溶媒の回収量を目測することによる
　　誤差が生じない。
　c）計算式が極めて簡単になったので，市販
　　の安価な電卓を用いて，ごく短時間に計算
　　が可能になった。
2）本測定法について考慮すべき事項
　a）測定感度について
　　　試料水を僅か2・me使用するたδ6計数値が
　低いので，このためO．2nCi／1以上の
　Rnを含有する試料水について測定するこ
　とが望ましい。
b）Ra－226による影響について
　　多くの放射能泉では，Ra－226と放射
　平衡量以上のRn－222が溶存し．ているた
　め，Rn－222の測定にあたって，その影
　響は少ない。．しかし低ラドン濃度の鉱泉水
　では，Ra－226のα線が，ラドンの測定
　値にかなりの影響を与える可能性がある5）。
c）　トロンの影響について
　　ラドンおよびトロンを含有する鉱泉水中
　のラドンを測定する場合には，ThBによ
　る影響を避けるため，前処理してから100
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時間以後に測定を行う必要がある2）。
　本法によってラドンの測定を行う場合に
は，上述の如く注意すべき事項があるけれ
ども，本法は花闘岩地域の井水，鉱泉水中
のラドンの簡易定量法として，有用な方法
である。
　稿を終えるに当り本報告についてこ校閲
を給わった岡山大学名誉教授森永　寛博士
に深謝致します。
The　simplified　method　of　measuring　Radon
in　mineral　waters　by　the　liquid　scintillation
counter．
Masaaki　Mifune
Clinical　laboratory，　Misasa　Hospital，
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　Radon　in　mineral　waters　was　determined
with　simplicity　by　newly　developed　method．
In　this　method，　2．Ome　of　water　sample　was
direct｝y　mixed　with　15nze　of　Hionic－Fluor
in　a　vial，　which　was　then　filled　up　with
additional　Hionic－Fluor；190　minutes　were
allowed　for　the　radioactivity　to　equilibrate．
　　The　radioactiviity　of　Radon　was　mea－
sured　by　the　Liquid　Scintillation　Counter
（Tri－Carb　460　C）．　Radon　content　was
easily　calculated　with　the　proposed　formula
by　an　electric　desk　calculater．
　　The　reproducibility　was　proved　CV　＝
5．77％；the　lowest　detection　limit　was　O．2
nCi／1．　An　adequate　correlation　was　ob－
tained　from　the　results　of　measurements　com－
pared　with　the　original　method；r＝O．996，
y－O．818x×O．875．
